
広島市における休日の部活動の地域移行について 

 

休日の部活動の地域移行に向けての課題や受け皿となりうる団体等、各学校（地域）の実態や、地域移行に対する教

員の意見を把握するために、令和４年１０月に市内全中学校の管理職及び教職員を対象としたアンケート調査を実施し

ました。以下の内容は、その結果とこれからの休日の部活動の地域移行のモデルイメージ（たたき台）です。 

 

１ 休日の部活動の活動状況（教員用アンケートより） 

（１）休日に活動している部活動               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（２）顧問の状況（回答数 631人／1464人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ① 現在顧問をしている部活動は、休日に活動していますか。 

   → アンケートに回答した約８割の教員は、休日に部活動を行っている。 

  ② 休日の部活動が地域に移行された場合、教員と地域の指導者を兼職兼業して部活動の指導を行いたいですか。 

   → アンケートに回答した約３割の教員が休日の指導を希望している。 

    （アンケートに回答した約７割の教員が休日の指導を希望していない。） 

 

２ 現在の部活動が抱える課題 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

参考資料２ 
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部活動数 58 55 55 55 54 51 50 38 25 13 7 6 5 2 2 476

うち回答あり（Ａ） 39 41 41 43 41 29 33 29 17 10 7 4 3 2 1 340

うち休日に活動（Ｂ） 39 41 41 42 41 27 32 29 15 7 6 4 2 1 1 328

割合（Ｂ／Ａ） 100% 100% 100% 98% 100% 93% 97% 100% 88% 70% 86% 100% 67% 50% 100% 96%
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部活動数 57 50 22 15 9 9 9 7 5 5 3 37 228

うち回答あり（Ａ） 38 25 10 4 6 5 4 1 3 2 1 16 115

うち休日に活動（Ｂ） 38 4 3 0 3 1 2 0 0 0 0 0 51

割合（Ｂ／Ａ） 100% 16% 30% 0% 50% 20% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 44% 83%
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３ 休日の部活動の受け皿となりうる団体（学校長アンケートより） 

（１）地域別                        

  ① 運動部 

                                       

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 ② 文化部（吹奏楽）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）競技別 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 公民館での 
サークル活動・ 
地域ボランティア 

受け皿となりうる団体

の回答はなかった 

A                  B                            C                          D                   E    

A                  B                            C                          D                   E    

A                  B                            E    

            



４ 広島市における休日の部活動の地域移行モデルイメージ（たたき台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
現在、休日に実施している部活動について、教員の働き方改革推進の観点から、令和７年度以降は、全校におい

て地域等での受け皿を活用して実施することができるようにするために、以下の「地域移行モデル」を実施し、課

題等の検証を行うこととする。 

なお、以下の「地域移行モデル」とは別に、来年度以降、中山間地・島しょ部においては、複数校合同で生徒の

ニーズを踏まえた運動部について、新たな部活動を実施することを検討する。 

 

○ 部活動指導員等活用モデル  

   休日の部活動について、教員は参画することなく部活動指導員等のみで 

実施する。運動部を数種目、文化部については吹奏楽部を対象にそれぞれ 

数校程度実施することを予定している。なお、部活動指導員の他に、大学 

生や、競技団体からの指導者の派遣も予定している。 

○ 民間スポーツクラブ等活用モデル  

   民間のスイミングスクールにおいて、近隣の数校の水泳部が実施するこ 

とを予定している。なお、実施対象者の利用料金の支払いについては、処 

理方針を確定する必要がある。 

○ 学区体育協会等活用モデル  

   数団体の学区体育協会において実施することを予定している。 

○ スポーツ少年団活用モデル  

   数チームのスポーツ少年団で実施することを予定している。なお、実施 

対象者の会費等の支払いについては、処理方針を確定する必要がある。 

 

 来年度からの「地域移行モデル」実施に向けて、今年度中には、具体的な実施方針や処理方針を固める予定であ

る。 

※学区体育協会 
地域住民がスポーツを

通じて、健康づくりや交流
を図る目的で、小学校区単
位に結成された地域のス
ポーツ団体 

 
※スポーツ少年団 

青少年の心身の健全な
育成に資することを目的
に、日本スポーツ協会等の
資格を有する指導者が、子
どもたちを集めてスポー
ツの機会を提供する競技
チーム 

 


